
§1．はじめに

線分，三角形の重心の考え方を発展させて，四角

形と五角形の重心を求める授業を行ったところ，誤

答例をきっかけにn角形の重心まで簡単に一般化で

きることが分かった。ここにその報告をする。

§2．方法

1クラスを 6班に分け，厚紙で作成した四角形，

五角形，コンパス，ものさし，押しピン，糸を与え

た。

まず，線分の重心が中点であることを確認し，次

に三角形の重心を以下のように考えれば求められる

ことを確認した。

三角形を 1つの辺に平行な線分の集合と考え，そ

れらの重心である中点を結ぶ線分を引くと，その線

分上に三角形の重心がある。次に，三角形を他の 1

辺に平行な線分の集合ととらえるとやはり，それら

の中点を結んだ線分上にあるため，それらの交点が

三角形の重心である。

ここから，班で四角形の重心がどこになるかを考

えさせる。こちらが，あらかじめ用意した正解は以

下の 3通りである。

(Ⅰ) 四角形を対角線で 2つの三角形に分け，それ

らの重心 G，Gを求める。次に別の三角形 2つに

分け，重心 G，Gを求める。このとき，線分 GG

と線分 GGの交点が四角形の重心である。

(Ⅱ) 四角形を 2つの三角形に分けて重心 Gと G

を求める。次に線分 GGをこれらの三角形の重さ

の逆の比に内分する。重さの比は面積の比である。

今，底辺は共通であるから高さの比の逆の比で内分

すればよい。

(Ⅲ) 糸を結んだ押しピンを三角形の好きなところ

にさしてバランスを取り，止まったところの糸の上

をなぞる。糸の左右の重さの比がつりあっているた

め，この作業を 2回行ってできた交点が重心である。

班で学習を行うと，上の解答例も含め，コンパス

の針でつりあうところを見つける，中点と中点を結

ぶ線分の交点 (誤答)など，正答，誤答様々な答えが

出てくる。ここでは，誤答の紹介はしないが，何故

重心ではないのかの説明は出来る限り行った。
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その後， 3つの正答例を紹介し，五角形の重心を

考えさせた。

正解例は，(Ⅰ)と (Ⅱ)の発展，つまり五角形を三

角形と四角形の集合と考えて重心を導くものと

(Ⅲ)が考えられる。

しかし，多くの班は次のように考えた。三角形 3

つに分け，それらの重心を 3つ求め，その 3点を頂

点とする三角形の重心が五角形の重心である。これ

が誤答であることは以下のような五角形を考えるこ

とですぐに分かる。

この例では， 3 つの三角形の重心はそれぞれ，

G 13，
2
3 ，G1， 1

3 ，G1，−
1
3 である。三角

形 GGGの重心は  79，
2
9 である。ところが，五

角形の重心は先ほどの (Ⅱ)でも求められることか

ら，三角形の重心 G 13，
2
3 と四角形の重心 (1，0)

を結ぶ線分を重さの逆の比 4：1に内分した点とし

ても求められる。よって， 1315，
2
15 が実際の重心

であることが分かる。

では，この重心は 3つの重心を利用してどのよう

に求められるのか。以下の式から簡単に求められる。

1 13，
2
3 +21， 1

3 +21，−
1
3 

1+2+2
= 1315，

2
15 

つまり，単純な平均と加重平均の違いで，重心は

加重平均である。

n角形の重心は，

∑



mg



∑



m

と予想できる。ここで，G(g



) (k=1，2，3，…，

n−2) は三角形の重心の位置ベクトル，m (k=1，

2，3，…，n−2) はそれに対応する三角形の重さと

する。

すると，四角形の重心H(h


)は，2つの三角形の重

心を結ぶ線分をm：mに内分した点であるから，

h


=
mg



+mg


m+m
である。

五角形の重心H(h


)は，四角形の重心と三角形

の重心を結ぶ線分をm：(m+m)に内分した点で

あるから，

h


=
(m+m)h



+mg


(m+m)+m

=
(m+m)

mg


+mg


m+m
+mg



m+m+m

=
mg



+mg


+mg


m+m+m
である。

六角形の重心H(h


)は，五角形の重心と三角形

の重心を結ぶ線分をm：(m+m+m)に内分し

た点であるから，

h


=
(m+m+m)h



+mg


(m+m+m)+m

=
(m+m+m)

mg


+mg


+mg


m+m+m
+mg



m+m+m+m

=
mg



+mg


+mg


+mg


m+m+m+m
である。
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以下，同様にして，n角形の重心H(h



)が

h



=
∑



mg



∑



m

であることが分かる。

また，

mHG


+mHG


+mHG


+…+mHG


=m(g


−h



)+m(g


−h



)+m(g


−h



)

+…+m(g


−h



)

=∑



mg



−∑



mh



=0


より，H(h



)が n角形の重心であることが直観的

にもよく分かる。

§3．おわりに

誤答例が加重平均を考えるきっかけとなり，n角

形まで一般化して重心を簡単に求められることが分

かった。正答より誤答の方が数多く出たが，通常の

問題を解くときと異なり，様々なアイデアを出し合

え，考える楽しみを味わえる時間となったように思

う。一般化については授業内では出来ず事後にフィ

ードバックした。
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